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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、北東北（青森、秋田、岩手）３県において、戦前および戦後初期、生活綴方教育
実践を展開した教師たちの実践の実際の一部と、それらの特質について検討した。本研究では、
第一次資料や聞き取り調査の中から、「社会科前史」にあった戦前の生活綴方教育実践の実像、
個々の教師の内面に蓄積された教育的知見を指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, I examined a real part of the practice of teachers who developed “a life 
composition educational practice” before the war and after the war in the early days 
and those characteristics in three prefectures of North Tohoku (Aomori, Akita, Iwate). 
In this study, I pointed out educational knowledge accumulated in the real image of the 
"social studies prehistory" prewar “life composition educational practice” that I 
looked good with, the inside of the individual teacher from the first document and 
hearing investigation. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
戦前・戦後日本の教育実践は、個性豊かで

質的にも高水準な成果を蓄積してきた。その
遺産、実践史の実像についての歴史的な究明
と明確化は、今後の教育理論および実践の全
体的発展を見通す際、必要不可欠な基礎的研
究となる。本研究はこのような基本的な問題
関心から、戦前・戦後の豊かな教育実践史と

その今日的意義を解明する作業の一端を担
うことを目指すものであり、特に、社会科と
いう教科の実践史、そしてその史的背景にあ
る教育実践の一つの領野で、卓越した教育理
論を生み出した実践蓄積を有する戦前・戦後
初期の北東北における生活綴方実践の教育
遺産に着目し、それらについての実証的な調
査・研究を通して、現今・今後の社会科教育
実践に与える示唆を見出し、現下の教育実践
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改革の前進・発展に寄与しようとするもので
ある。 
戦後社会科のルーツの一つには、生活綴方

教育の実践蓄積がある。そして、北東北（青
森県、秋田県、岩手県）には、秋田の教師た
ちを中心とする北方教育の豊かな伝統があ
る。北東北の生活綴方教育実践史を探ること
は、教育実践史研究として、戦後社会科の出
発点や、社会科実践の豊富な背景、その蓄積
と理論を検証・解明する作業につながるもの
である。 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、北東北の戦前生活綴方教育実践

が戦後社会科実践の史的背景・土台にあった
という前提から、特に戦前・戦後の実践者の
歩みに着目し、「地域の教育実践史」という
角度から、「社会科前史」にあった戦前の生
活綴方教育実践の実像を探り、あわせて彼ら
個々の教師の内面に蓄積された理論を解明
することを目指すものである。本研究では、
戦後社会科実践の史的背景、その実体を歴史
的に追究すべく、生活綴方と社会科の関連・
連続性という課題に、地域に生きる教育実践
者の視角から迫ろうとすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 
本研究においては、具体的に以下の４つの

基礎作業枠を設定し、調査・研究の方法とし
た。 
（１）文献による基礎研究：本研究主題に

関連する先行諸研究（生活綴方教育史、社会
科教育史研究、等）の検討とあわせて、戦前・
戦後北東北の生活綴方教師たちの実践の足
跡と実際について、公刊された著作・諸資料
を収集し、同時代及び後時代の視点から基礎
的事実を整理し、実践の特質を分析・検討す
る。 
（２）戦前・戦後の北東北生活綴方教育、

戦後社会科実践に関する未発掘資料の収
集・分析検討：未発掘資料の存在を探り、特
に埋もれている貴重な実践資料を発掘、整理
する。北東北 3県内の各地域における実地調
査（各実践者及びその関係者、各関係機関等
に協力依頼）から、史資料（地方教育雑誌、
同人誌、教育実践記録等）の発掘・収集を行
い、その分析・検討を実証的に行う。また、
発掘収集した新資料を整理し文献目録等を
作成する。 
（３）戦前・戦後の北東北生活綴方教育、

戦後社会科実践に関する聞き取り調査：戦
前・戦後に北東北 3 県において生活綴方教育
実践を担った教師たち、あるいはその関係者
や教え子らを対象に、当時の実践の実態に関

する聞き取り調査を行い、その分析・検討を
行う。特に、各実践者のライフヒストリーに
関する調査を心掛け、その人物像や実践の足
跡についても聞き取りを行う。 
（４）戦前・戦後の北東北生活綴方教育実

践と戦後社会科実践との関連に関する総合
的検討：上記１～３の作業の上に立ち、関連
先行研究の検討とあわせ、＜生活綴方と社会
科＞という観点、教育実践の蓄積の連続性と
その理論形成の過程という観点から、社会科
教育実践の背景にある実践蓄積の具体像に
ついての総括的な整理・検討を行う。 
 
４．研究成果 
 
・2008年度 
研究初年度の当年度は、「戦前」の生活綴

方実践に着目し、以下の過程の調査研究をす
すめた。 
第一に、文献による基礎研究である。戸田

金一らの先行諸研究の検討とあわせ、主に以
下の各実践者の実践の足跡と実際について、
同時代及び後時代の著書・雑誌論文等を中心
に講読し、基礎的事実を整理しつつその特質
を把握、分析検討することに努めた。①青
森：土岐兼房（『生活綴方と共に』1987）、三
上斉太郎（『生活綴方運動の回想』1990）他。
②秋田：加藤周四郎（『わが北方教育の道』
1979、他）、佐々木昂（『佐々木昂著作集』1982）、
鈴木正之（『北方教育著作集』1992）他。③
岩手：石橋勝治（『戦前戦後を貫く民主教育
実践の足跡』1972、他）、高橋啓吾（『生活綴
方への回顧と今日性』1979）他。 
第二に、戦前の生活綴方教育実践に関する

未発掘資料の収集・分析検討である。北東北
３県内の各地域における実地調査、特に秋田
大学附属図書館内「北方教育資料室」（図書
館関係者等の協力をいただきながら）から、
未検討の第一次史資料（地方教育雑誌記事、
同人誌、学級文集、等）の探索・収集を行っ
た。その上で、その一部について資料の分
析・検討を実証的に行った。その成果の一端
は、拙稿「1935年前後における北方教育運動
の一断面―吉田農の一論稿から―」（後掲）
等において明らかにした。 
 
・2009年度 
研究 2年目の当年度は、昨年度に引き続き、

「戦前」の生活綴方実践に着目しつつ、特に
「戦後」に着目し、資料収集・調査等の作業
を行なった。 
第一に、文献による基礎研究を、昨年度に

引き続き行なった。具体的に、戸田金一や村
山士郎らの先行諸研究の検討とあわせ、主に
以下の各実践者の実践の足跡と実際につい
て、同時代及び後時代の著書・雑誌論文等を
中心に講読し、基礎的事実を整理しつつその



特質を分析検討することに努めた。①青森：
鈴木喜代春、橋本誠一、嶋祐三、ほか。②秋
田：鈴木正之、花岡泰雲、ほか。③岩手：吉
田農、永井庄蔵、吉田六太郎、菅原恭正、ほ
か。 
第二に、戦前・戦後の生活綴方教育実践に

関する未発掘資料の収集・分析検討である。
北東北３県内の各地域における実地調査、特
に秋田大学附属図書館内「北方教育資料室」
や山形県国民教育研究所資料室のほか、図書
館関係者等の協力をいただきながら、未検討
の第一次史資料（地方教育雑誌記事、同人誌、
学級文集、等）の探索・収集を行った。その
上で、その一部について資料の分析・検討を
実証的に行った。その成果の一端は、拙稿
「『イサワ教育こんわ会』の憲法科特設論に
ついて」（後掲）（戦前戦後岩手の生活綴方教
師・永井庄蔵の社会科・憲法教育論について
の考察）等において明らかにした。また、以
後における、関連文献目録を作成する目途と
して、一定程度の教育実践史関連の基本文献
（教育研究雑誌の授業実践記録等）の収集を
行うことが出来た。 
更に第三に、北東北の生活綴方教育の教育

史教育内容としての価値について、拙稿「今、
北方教育を振り返る意味―卒論検討、講義の
中で考えたこと―」（後掲）において、考察
を行った経緯と内容を公表した。 

 
・2010年度 
研究の 3 年目・最終年度の当年度は、一昨

年度、昨年度に引き続き、「戦前」の生活綴
方実践に着目しつつ、あわせて戦後にも着目
し、資料収集・聞き取り調査等の作業を行な
った。 
第一に、戦前・戦後の生活綴方教育実践に

関する未発掘資料の収集・分析検討である。
北東北３県内・東北６県の各地域における実
地調査、特に山形県国民教育研究所資料室の
ほか、図書館関係者等の協力をいただきなが
ら、未検討の第一次史資料の継続的な探索・
収集を行った。その上で、その一部（北東北
3 県とあわせて、特に山形）について資料の
分析・検討を実証的に行った。その成果の一
端（および関連文献目録の作成・公表）は、
学会発表（後掲）等において明らかにした（公
表を行なった）。具体的な研究成果は以後論
文のかたちで報告を行う予定である。 
第二に、橋本誠一氏や嶋祐三氏（青森）、

千葉努氏（岩手）への、戦後生活綴方・北方
性教育運動に関する聞き取り調査を行なっ
た。戦前・戦後の生活綴方教育実践に関する
聞き取り調査の成果については、その整理・
分析を行った上で、以降において成果公表を
行う予定である。 
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